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阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュース

草原守る活動拠点施設 工事始まる
エコツーリズムセンター（仮称）来年 3 月完成予定

　

草
原
活
動
拠
点
施
設

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
８

月
12
日
、
関
係
者
約
50

人
が
参
加
し
、
小
里
に

あ
る
建
設
地
で
地
鎮
祭

が
行
わ
れ
、
工
事
期
間

中
の
安
全
が
祈
願
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、
敷
地
内
に
環
境

省
が
整
備
す
る
「
阿
蘇
草
原
学

習
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
横
に

建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
来
年
３

月
の
完
成
、
４
月
か
ら
の
運
用

●施設概要
（規模）建築面積：７２９・４８平方㍍
　　　　延床面積：６４８・０７平方㍍
（構造）木造一部鉄骨造平屋建て
●施設機能
　・�エコツーリズムセンターと阿蘇草原
学習センターの総合受付窓口

　・草原・観光に関する情報発信
　・エコツアーやガイドの仲介
　・草原関係団体の入居

開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
運
用
に
当
た
っ
て
は
両
施
設

が
連
携
し
、
草
原
の
保
全
や
学

習
、
利
活
用
な
ど
草
原
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

完成予想図

地
鎮
祭
の
よ
う
す

地元の素材生かした「然」ドリンク販売
「然」ブランド　初めて商品化

　
阿
蘇
温
泉
観
光
旅
館
協

同
組
合
は
８
月
１
日
、
市

の
地
域
観
光
振
興
ブ
ラ
ン

ド
「
然
」
の
一
環
と
し
て

２
つ
の
『
然
ド
リ
ン
ク
』

を
開
発
し
、
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
商
品
は
、
阿
蘇
産
さ
ち

の
か
を
使
用
し
た
『
然
ウ

ォ
ー
タ
ー
苺
』
と
蒸
製
玉

緑
茶
を
使
用
し
た
『
然
煎

茶
』
の
２
品
。
そ
れ
ぞ
れ

「
然
」
認
定
者
が
手
掛
け

る
素
材
を
使
用
し
、
昨
年

10
月
か
ら
開
発
を
進
め
、

然
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
初

め
て
の
商
品
化
と
な
り
ま
し

た
。

　

販
売
は
道
の
駅
「
あ

そ
」、
道
の
駅
波
野
「
神

楽
苑
」
の
ほ
か
、
同
組
合

加
盟
店
、
然
認
定
者
各
店

な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

１
本
・
１
５
０
円
（
税
込
）

WebTV アソ
動 画

ドリンクの開発に携わった内牧温泉女
将の会「ゆうすげ会」の皆さん。開発
には半年以上を費やしたとのこと。
問阿蘇温泉観光旅館協同組合

☎ 32-1960
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恒例の夏祭り、多くの人出で賑う
なみの高原納涼まつり・大阿蘇火の山まつり

　
毎
年
恒
例
の
阿
蘇
の
夏
祭
り

「
な
み
の
高
原
納
涼
ま
つ
り
」

と
「
大
阿
蘇
火
の
山
ま
つ
り
」

が
８
月
15
日
、
19
日
・
20
日
に

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
両
イ
ベ
ン
ト
と

も
に
天
候
が
心
配
さ
れ
る
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
悪

天
候
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
人

た
ち
で
賑
い
ま
し
た
。

　
火
の
山
ま
つ
り
で
は
、
初
め

て
の
取
り
組
み
と
し
て
内
牧

の
イ
ベ
ン
ト
広
場
「A
あ
ー
と
ち

rt-chi

」

で
内
牧
温
泉
街
繁
栄
会
の
イ
ベ

ン
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
、
ユ
ニ

ー
ク
な
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
会

場
を
沸
か
せ
る
な
ど
、
阿
蘇
市

誕
生
10
周
年
に
相
応
し
い
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

1

2

3 4

5 6

昨年に引き続き行われた火の山まつり開会式でのバルーンリリース。
色とりどりの風船が空を舞った。

1 波 野 子 ど も 神 楽
ク ラ ブ が 伝 統 芸
能を披露。

2  阿 蘇 市 出 身 の 演
歌 歌 手 山 内 二 郎
さ ん の 歌 声 が 会
場に響いた。

3 6 32 基 の 子 ど
も 樽 み こ し が 露
店街をパレード。
可 愛 い ハ ッ ピ 姿
の 子 ど も た ち に
沿 道 か ら 拍 手 が
送られた。

4 内 牧 温 泉 街 繁 栄
会 の イ ベ ン ト。
シ ョ ー タ レ ン ト
阿 蘇 狩 男 さ ん の
シ ョ ー は 来 場 者
の笑いを誘った。

5 フ ィ ナ ー レ の 総
踊 り に は 地 区 や
企 業 な ど 38 団
体 1,341 人 が 参
加。 祭 り を 締 め
くくった。

なみの

なみの 火の山 火の山

火の山火の山

WebTV アソ
動 画
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狩
尾
地
区
の
釣
り
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
（
草
尾
惟
直

会
長
、
13
人
）
は
７
月
26
日
、
黒
川
に
数
千
匹
の
鯉

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
、
河
川
氾
濫
に
よ
り
家
屋

や
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
黒
川
の
悪

い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
黒
川

の
環
境
美
化
を
図
ろ
う
と
企
画
。
参
加
し
た
メ
ン
バ

ー
は
一
斉
に
放
流
し
、
鯉
の
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　
草
尾
会
長
は
「
川
で
遊
ぶ
子
ど
も
も
少
な
く
な
っ

た
が
、
美
し
い
黒
川
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
は

７
月
25
日
、
小
嵐
山
前
の
黒
川
で
特
別
機

動
救
助
隊
に
よ
る
水
難
救
助
基
礎
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
水
難
事
故
が
多
い
夏
季
を
中
心
に
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
10

人
が
空
気
ボ
ン
ベ
を
装
着
し
水
中
で
の
捜

索
や
、
ボ
ー
ト
上
か
ら
の
捜
索
訓
練
に
臨

み
、
水
難
事
故
な
ど
に
備
え
ま
し
た
。

　
近
年
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
急
流
で
の

レ
ジ
ャ
ー
が
流
行
し
て
お
り
、
水
難
事
故

も
多
い
こ
と
か
ら
消
防
署
で
は
急
流
救
助

訓
練
も
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
消

防
本
部
の
中
村
定
和
消
防
士
長
は
「
あ
ら

ゆ
る
局
面
で
対
応
で
き
る
よ
う
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

美しい黒川をこれからもずっと
狩 尾 地 区 の 住 民 が 鯉 を 放 流

夏場の水難事故に備えて
水難救助基礎訓練

ボ
ー
ト
上
で
捜
索
訓
練
に
臨
む

消
防
署
員

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

釣り愛好家グループの皆さん

　阿蘇市交通指導員を退職された方
に対する感謝状贈呈式が７月７日、
市役所で行われ、ことし３月末に退
職された山口定俊さん（東仲町）、
井勝喜さん（笹倉）に感謝状が贈呈
されました。
　山口さんは、平成１５年に就任以
来約１１年間、井さんは、平成２０
年に就任以来６年間にわたって街頭
指導やイベントなどでの交通指導を
務められ、交通事故防止に大きく貢
献されました。
　交通指導員は、毎月の街頭指導を

はじめ、交通安
全運動期間中の
活動やイベント
などの交通指導
にご尽力いただ
いています。

退職交通指導員に
感謝状を贈呈
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馴染みの音楽で復興支援
復興支援２０１４歌暦みコンサート

　
復
興
支
援
２
０
１
４

歌
暦
み
コ
ン
サ
ー
ト
が

７
月
21
日
、
市
内
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
、
約

５
０
０
人
が
来
場
し
賑

わ
い
ま
し
た
。「
あ
そ

Ｂ
Ｏ
Ｙ
カ
ラ
オ
ケ
会
」

（
井
野
千
恵
子
代
表
）

が
実
施
し
た
も
の
で
昨

年
に
続
き
２
回
目
。

　
こ
と
し
は
タ
レ
ン
ト

の
太
田
黒
浩
一
さ
ん
を

司
会
に
楽
し
く
繰
り
広

げ
ら
れ
、
波
野
子
ど
も

太
鼓
「
黒
鶇
」
の
演
奏

を
は
じ
め
、『
大
阿
蘇

音
頭
』
を
歌
う
阿
蘇
市

出
身
の
歌
手
「
川
畠
ま

ゆ
み
」
さ
ん
、『
阿
蘇

も
の
が
た
り
』、『
大
阿

蘇
音
頭
』
を
作
詞
作
曲

し
た
「
ハ
ル
」
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、

馴
染
み
の
曲
の
生
演
奏

に
観
客
は
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員

で
大
阿
蘇
音
頭
を
踊

り
、
阿
蘇
市
に
元
気
を

贈
り
ま
し
た
。
な
お
、

売
上
金
の
一
部
は
復
興

支
援
金
と
し
て
阿
蘇
市

へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

City Topics ま ち の 話 題

九州各県の
ボーイスカウトが集結
第９回九州・沖縄野営大会

　
九
州
各
県
か
ら
の
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
が
集
う
第
９
回
九
州
・
沖
縄

野
営
大
会
が
８
月
６
日
か
ら
８
日

に
か
け
て
阿
蘇
い
こ
い
の
村
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
自
然
と
友
情
に
感
謝
」
を

テ
ー
マ
に
、
野
営
を
通
じ
て
大
自

然
の
中
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
ス

カ
ウ
ト
同
士
の
友
情
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
各
県
か
ら
総
勢

１
１
０
０
人
が
参
加
し
、
野
外
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

※ 

阿
蘇
地
域
で
は
、
昨
年
12
月
に

「
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
阿
蘇

第
６
団
」
と
し
て
発
団
し
、
現

在
８
人
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
佐
久
間
研
治
団
委
員

長
（
☎
０
９
０
‐
１
３
６
１
‐

９
８
４
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
市
内
教
職
員
の
指
導
力
向
上
を
図
ろ

う
と
７
月
30
日
、
阿
蘇
市
教
育
研
究
会

全
体
研
修
会
が
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家

で
行
わ
れ
、
市
内
小
・
中
学
校
教
職
員

や
高
校
教
職
員
、
幼
稚
園
・
保
育
園
長

な
ど
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
大
使
や
文

化
庁
長
官
な
ど
を
歴
任
し
た
近
藤
誠
一

氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
子
ど
も
た

ち
に
何
を
教
え
る
か
？
」と
題
し
講
演
。

ま
た
、
波
野
小
学
校
の
中
村
泉
教
諭
が

国
内
留
学
で
の
特
別
支
援
教
育
の
実
践

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
で

は
、
全
体
研
修

の
ほ
か
、
授
業

の
実
践
研
究
な

ど
を
行
い
、
指

導
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま

す
。

教職員の指導力向上目指して
阿蘇市教育研究会全体研修会

野
営
大
会
開
会
式
の
よ
う
す


